
（第２期）

旭化成リモデリング 株式会社

（単位：円）

科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

（　資　産　の　部　） 　（　負　債　の　部　）　 ( 815,792,931 )

  流　動　資　産 1,296,973,758   流　動　負　債 734,523,588

現 金 及 び 預 金 6,250,819 未 払 金 222,545

完 成 工 事 未 収 入 金 198,318,446 未 払 費 用 243,879,825

未 成 工 事 支 出 金 99,417,410 未 成 工 事 受 入 金 241,889,278

前 払 費 用 8,942,943 未 払 消 費 税 等 68,454,400

繰 延 税 金 資 産 22,333,431 未払住民税及び事業税 127,346,680

未 収 入 金 653,027 預 り 金 48,860

短 期 貸 付 金 904,662,661 賞 与 引 当 金 40,904,000

立 替 金 56,695,021 製 品 保 証 引 当 金 11,778,000

貸 倒 引 当 金 △ 300,000

  固　定　資　産 28,859,060   固　定　負　債 81,269,343

　 有　形　固　定　資　産 10,952,227 退 職 給 付 引 当 金 58,069,343

建 物 8,065,904 預 り 保 証 金 23,200,000

工具、器具及び備品 2,886,323

　 無　形　固　定　資　産 36,000 　（　純 資 産 の 部　）　 ( 510,039,887 )

　 投 資 そ の 他 の 資 産 17,870,833

差 入 保 証 金 90,000 　株　主　資　本 510,039,887

繰 延 税 金 資 産 17,780,833

　 資　　本　　金 250,000,000

　 利 益 剰 余 金 260,039,887

260,039,887

繰 越 利 益 剰 余 金 260,039,887

（うち、当期純利益） 226,426,873

1,325,832,818 1,325,832,818資　産　合　計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

 貸　 借　 対　 照　 表 

（２０１８年３月３１日現在）

そ の 他 利 益 剰 余 金



（第２期）

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準及び評価方法

未成工事支出金 ･･････ 個別法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産（リ－ス資産を除く） ･･････ 建物、構築物は定額法、左記以外は定率法

（２）無形固定資産（リ－ス資産を除く） ･･････ 定額法

（３）リ－ス資産　････ 所有権移転外ファイナンス・リ－ス取引に係るリ－ス資産

 　　　　　　　　　 　 リ－ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

 　　　　　　　　　　  なお、リ－ス物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス

 　　　　　　　　　　　リ－ス取引のうち、リ－ス取引開始日が企業会計基準第13号「リ－ス取引に関する

 　　　　　　　 　　 　会計基準」の適用初年度開始前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る

 　　　　　　　　　　　方法に準じた会計処理によっている。

３．引当金の計上基準

（１）賞与引当金 ･･････ 賞与の支給に充てるため、当期に負担すべき支給見込額を計上している。

（２）退職給付引当金･･････ 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び

　　　　　　　　　　　　　 年金資産の見込額に基づき計上している。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

（１）消費税等の会計処理方法 消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。

（２）連結納税制度の適用 連結納税制度を適用している。

（株主資本等変動計算書に関する注記）

１．当該事業年度の末日における発行済株式の総数 普通株式 ･･････ 5,000株

（関連当事者との取引に関する注記）

（重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。

未払費用 51,566

旭化成（株） 100% 短期貸付金 904,662

未収入金（連結納税） 109,460

立替金 20,422

旭化成リモデリング株式会社

個別注記表

属性 会社名
議決権等の
所有割合

勘定科目
期末残高
（千円）

親会社


